


●
短
期
集
中
豪
雨

　
近
年
の
水
害
は
、
長
雨
に
よ
る
大
雨

と
い
う
よ
り
、
短
期
間
の
大
雨
と
い
う

感
じ
で
、
急
に
大
粒
の
雨
が
降
り
出
し

て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
側
溝
が
溢
れ
、

道
路
が
水
に
つ
か
る
と
い
う
の
が
特
徴

で
す
。

　
平
成
15
年
７
月
に
は
、
１
時
間
に
１

０
０
ミ
リ
を
超
え
る
大
変
恐
ろ
し
い
雨

が
、
飯
塚
市
内
を
突
然
襲
い
、
３
７
３

５
戸
が
床
上
床
下
浸
水
の
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
実
際
に
体
験
し
た
人
の
話
で

は
、「
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う

な
」
を
通
り
越
し
、「
屋
根
が
破
れ
る
か

の
よ
う
な
恐
怖
感
」
の
あ
る
も
の
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

●
内
水
被
害

　
河
川
の
河
岸
整
備
が
進
ん
で
き
た
こ

と
で
、
堤
防
が
決
壊
し
、
住
宅
へ
水
が

流
れ
込
む
「
外
水
被
害
」
の
確
率
は
格

段
に
下
が
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
都
市
化
が
進

ん
だ
地
域
で
は
、
急
激
な
雨
で
側
溝
な

ど
が
は
け
き
れ
ず
、
堤
防
の
住
宅
側
に

水
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
「
内
水
被
害
」

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
飯
塚

市
の
ケ
ー
ス
も
同
じ
「
内
水
被
害
」
だ

っ
た
の
で
す
。

　
遠
賀
町
内
に
も
、
遠
賀
川
に
水
を
流

す
排
水
機
ポ
ン
プ
な
ど
が
、
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
近
年
の
降
雨
量
は
作
っ

た
当
時
の
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
量

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
を

受
け
、
ど
れ
ほ
ど
の
激
し
い
も
の
に
な

る
か
予
想
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
土
石
流
・
が
け
崩
れ

　
急
な
大
雨
は
、
土
砂
の
表
面
だ
け
に

た
っ
ぷ
り
を
水
分
を
含
ま
せ
ま
す
。
そ

れ
が
層
を
作
り
、
土
石
流
や
が
け
崩
れ

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
遠
賀
町
内
で
も
何
箇
所
か
急
傾
斜
地

な
ど
危
険
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
大
雨
の

際
に
は
、
必
ず
役
場
も
巡
回
し
て
注
意

を
払
っ
て
い
ま
す
が
、
洪
水
と
違
い
、

災
害
に
遭
う
こ
と
が
生
命
の
危
機
に
直

結
す
る
た
め
、
自
主
避
難
を
早
め
早
め

に
心
掛
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
遠
賀
平
野
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
平

坦
な
遠
賀
町
は
、
遠
賀
川
だ
け
で
な
く
、

西
川
、
戸
切
川
と
い
う
大
き
な
河
川
が

流
れ
て
い
ま
す
。

　
油
断
は
大
敵
で
す
が
、
河
口
堰
の
完

成
の
恩
恵
も
あ
り
、
昭
和
28
年
の
大
洪

水
以
来
、
遠
賀
川
の
氾
濫
は
起
こ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
一
方
、
西
川
、
戸
切
川
は

海
に
直
結
し
て
お
り
、
潮
の
満
ち
干
き

の
影
響
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。

　
遠
賀
町
の
排
水
の
半
分
以
上
は
、
こ

の
西
川
、
戸
切
川
に
流
れ
込
ん
で
お
り
、

大
潮
の
満
潮
な
ど
と
重
な
る
と
、
堰
が

開
け
ら
れ
ず
、
排
水
が
思
う
よ
う
に
進

み
ま
せ
ん
。

　
毎
年
の
よ
う
に
、
町
内
の
あ
ち
こ
ち

の
道
路
が
つ
か
っ
て
し
ま
う
の
は
、
こ

う
い
っ
た
要
因
が
重
な
っ
て
い
る
た
め

で
す
。

　
対
策
本
部
で
も
干
潮
時
に
河
川
の
水

位
を
で
き
る
だ
け
下
げ
る
よ
う
に
対
策

を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
自
然
の
猛
威
に

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
対
処
で
き
な
い

の
が
現
状
で
す
。

飯塚市の浸水状況（平成15年）

こ
れ
か
ら
は
、
梅
雨
の
季
節
を
迎
え
、
大
雨
や
台
風

に
よ
る
水
害
が
多
発
す
る
季
節
で
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大雨でつかった上別府高家付近 大雨でつかった千代丸ガード下



●
消
防
団
に
よ
る
水
防
活
動

　
遠
賀
町
消
防
団
で
は
、
い
つ
訪
れ
る

か
わ
か
ら
な
い
水
害
に
対
し
、
土
の
う

を
積
ん
だ
り
、
堤
防
を
守
っ
た
り
、
避

難
誘
導
が
で
き
る
よ
う
訓
練
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　
簡
単
に
思
え
ま
す
が
、
実
際
や
っ
て

み
る
と
難
し
い
も
の
で
す
。

　
５
月
６
日
に
は
遠
賀
町
の
総
合
訓
練
、

５
月
13
日
に
は
遠
賀
川
水
系
水
防
演
習

に
、
訓
練
出
動
し
ま
し
た
。

●
天
気
予
報
に
気
を
つ
け
ま
し

　
ょ
う
！

　
日
ご
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど

で
天
気
を
確
認
し
、
注
意
報
や
警
報
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
場
所
、
避
難
方
法
を
確

　
認
し
ま
し
ょ
う
！

　
あ
ら
か
じ
め
自
分
の
避
難
場
所
や
、

そ
こ
ま
で
の
比
較
的
安
全
な
道
順
を
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
族
ま
た
は
近

所
の
子
ど
も
や
高
齢
者
に
も
、
事
前
に

教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
雨
の
日
に
散
歩
を
し
て
、
平
常
時
と

雨
天
時
で
、
周
囲
の
違
い
を
調
べ
て
お

く
の
も
効
果
的
で
す
。

●
家
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
！

　
台
風
の
よ
う
な
強
風
が
吹
く
と
き
に

は
、
様
々
な
も
の
が
飛
ば
さ
れ
、
歩
行

者
に
そ
れ
が
あ
た
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
り
、

走
行
中
の
車
が
事
故
を
起
こ
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で

い
る
家
や
ア
パ
ー
ト
に
破
損
し
て
い
る

と
こ
ろ
は
な
い
か
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

●
緊
急
時
の
必
需
品
を
準
備
し

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

　
貴
重
品
や
洋
服
、
非
常
用
食
料
を
は

じ
め
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ
オ
な
ど
自
分

で
運
べ
る
量
を
考
え
て
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
の
中
で
急
に
そ

ろ
わ
な
い
物
は
、
注
意
報
な
ど
が
出
て

い
な
く
て
も
、
事
前
に
そ
ろ
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●
避
難
は
早
め
に
冷
静
に
！

　
警
報
や
避
難
の
指
示
が
で
た
場
合
に

は
、
あ
せ
ら
ず
安
全
な
方
法
で
冷
静
に

対
処
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
子
ど
も
や
高

齢
者
な
ど
と
一
緒
に
避
難
す
る
場
合
は
、

予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
早
め
の
行
動
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
　
　

●
問
い
合
わ
せ
　
庶
務
係

【
水
の
中
で
も
脱
げ
な
い
靴
を

　

履
く
！
】

　
長
靴
で
は
水
が
入
る
と
重
く
な
り
動

き
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
裸
足
で

は
危
険
物
を
踏
ん
で
ケ
ガ
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
避
難
の
際
は
運
動
靴
な

ど
水
の
中
で
も
脱
げ
に
く
く
、
軽
い
靴

を
履
き
ま
し
ょ
う
。

【
荷
物
は
少
な
く
、
背
負
う
！
】

　
避
難
の
際
は
で
き
る
だ
け
荷
物
は
少

な
く
し
、
ど
う
し
て
も
必
要
な
も
の
だ

け
を
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ

て
背
負
い
、
な
る
べ
く
両
手
を
自
由
に

し
て
、
杖
を
持
っ
た
り
、
子
ど
も
の
手

を
引
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
長
い
杖
を
持
つ
！
】

　
洪
水
が
起
こ
る
と
、
道
路
と
溝
の
境

な
ど
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
水
中
を
確
認
で
き
る
長
い
棒
の

よ
う
な
も
の
で
足
元
を
確
認
し
な
が
ら

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
ひ
ざ
よ
り
も
深
い
と
こ
ろ
へ

　

は
行
か
な
い
！
】

　
人
が
比
較
的
安
全
に
歩
け
る
水
深
は
、

ひ
ざ
下
ま
で
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
以
上
に
な
る
と
流
さ
れ
る
危
険
が
高

く
な
り
ま
す
。
杖
で
確
認
し
、
ひ
ざ
よ

り
も
深
け
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
別
の
道

を
探
し
ま
し
ょ
う
。

【
救
助
隊
に
目
立
つ
よ
う
に
！
】

　
も
し
万
が
一
高
い
と
こ
ろ
に
避
難
し

て
、
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
救
助
隊
に
発
見
さ
れ
や
す
く
す
る

た
め
、
笛
な
ど
音
の
鳴
る
も
の
や
旗
に

な
る
も
の
な
ど
、
で
き
る
だ
け
目
立
つ

も
の
を
身
に
つ

け
、
落
ち
着
い

て
救
助
を
待
ち

ま
し
ょ
う
。

シート張り工法（堤防を守るための
対処法）を訓練中の消防団
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　４月29日に遠賀コミュニ

ティセンターで、「おんが

春まつり」と同時開催で

行われた「わんぱく教室」。

　今回は日曜日というこ

ともあり、いつもはなか

なか参加できないお父さ

んの姿も見られました。

　この日は、熊丸先生の

生徒さんたちも訪れて、

トンネルくぐりや新聞紙

を使っておもちゃを作っ

たりと、幼児たちと楽しく遊ん

でいました。また、「わんぱく

教室」の最初と最後には、生徒

さんから歌のプレゼントが送ら

れ、みんなその歌声に耳を傾け

ていました。

　南極地域観測隊の越冬隊員

として、平成17年11月末から約

１年３か月間、南極に滞在して

いた安藤浩二さん（遠賀町上別

府出身）が、５月２日に木村町

長を表敬訪問しました。

　安藤さんは、南極では環境

保全を担当し、過去の隊員た

ちの廃棄物処理や汚水・ごみ

処理施設の維持管理を行って

いました。

　木村町長から、「安藤さんの

ように、遠賀町出身で子どもたちに夢を持たせてくれる人がい

ることは、とてもすばらしいことです。是非、パネルの展示や

講演会などで、今回の体験を子どもたちに紹介してください。」

とお願いすると、安藤さんは快く引き受けてくれました。

　皆さん、安藤さんの貴重な経験を聴くことができる日が来

るのを、楽しみに待っていましょう。

　５月２日、遠賀コミュニテ

ィセンターで島門小学校の新

入生歓迎遠足が行われまし

た。６年生のお兄ちゃん、お

姉ちゃんに手をつないでもら

った新一年生をはじめ、全校

生徒が島門小学校から遠賀コ

ミュニティセンターまでの道

のりを一生懸命歩いていまし

た。

　遠賀コミュニティセンター

に着くと、まずはお弁当の時

間です。児童たちは、仲の良い友達や一緒に歩いて来た友達

とグループになって、家から持ってきたお弁当をおいしそう

に食べていました。お弁当を食べた後の自由時間では、児童

たちは歩いて来た疲れ

も感じさせずに、元気

いっぱい遊んでいまし

た。

　今回の遠足で、また

友達が増えたのではな

いでしょうか。

　晴天に恵まれた５月12日、

町内のアンビシャス広場の

児童が集まって合同イチゴ

狩りを行いました。このイ

チゴ狩りは、尾崎地区のイ

チゴ栽培農家の協力で行わ

れています。

　アンビシャス広場は、子ど

もたちが放課後や休日に気

軽に立ち寄って、自由な発想

で思い思いの活動を行うコ

ミュニケーションの場です。

　当日は、約70人の児童や保護者が集まり、手にした袋や

箱がいっぱいになるまでイチゴを採っていました。

　ハウスの中は、大きなイチゴを採って笑顔で見せてくれ

る児童や、その場でおいしそうに食べる児童など様々。感

想を聞いてみると「ハウ

スの中は暑かったけど、

甘いイチゴがたくさん採

れて楽しかった。」と笑

顔で話してくれました。



　５月16日、浅木小学校の3年生に人権擁護委員から「人権

の花」ひまわりの種が贈呈されました。このひまわりの種の

贈呈は、ひまわりを育てる事で、児童たちに命の大切さと思

いやりを学んでもらおうと行われています。

　はじめに麻生校長と人権擁護委員から「人権」についての

説明が行われた後、児童の代表

にひまわりの種が手渡されまし

た。

　今年の夏には、児童たちの愛情

がつまったひまわりが、大輪の花

を咲かせてくれることでしょう。

　青空が広がり、絶好の体育祭日和になった5月20日、町内の中

学校で体育祭が行われました。取材に訪れた遠賀南中学校でも

「ONE　FOR　ALL　ALL　FOR　ONE　一人はみんなのた

めに　みんなは一人のために」をスローガンに、力いっぱい競

技に参加していました。

　リレーや障害物競走など様々

な競技が行われ、競技に参加した

選手はもちろんですが、応援する

生徒もみんな必死。スローガン通

りチーム一丸となった、すばらし

い体育祭になっていましたよ。
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渡辺　  淳一　著

回り灯籠

ぬるい生活

「サラ川」傑作選　すごろく

「わたしは甘えているのでしょうか」（27歳・ＯＬ）

鈍感力

せん

むれ

絵本の読み聞かせ
●と　き　毎週土曜日　午後２時30分～

※７月７日（土）は、特別整理期間中のためお休みします。

●ところ　お話の部屋

※読書ボランティアの人や図書館員がお話をします。

【利用カードの登録について】
●対　象　遠賀町に在住・在学・在勤の人（年齢は問いません）
※広域エリアの人も利用できますので、詳しくはお問い合わ
　せください。
●費　用　無料
●持ってくるもの
　名前と現住所が確認できるもの（運転免許証、健康保険証など）



　簡単エクセル講座を開催します。興味のある人は、是非こ

の機会にご参加ください。

●と　き

　７月３日（火）から26日（木）までの毎週火・木曜日

　午後７時～午後９時

●ところ　ふれあいの里センター

●対　象　町内在住・在勤の60歳以上の人

●定　員　18人

※希望者多数の場合は抽選になります。

●内　容

　▽エクセルとは？

　▽データの種類と見分け方

　▽表作成の手順およびインターネット基礎

●費　用　１，５００円（テキスト代含む）

●締め切り

　６月21日（木）（必着）

●申し込み方法

　往復はがきで申し込みください

※往信用はがきの裏には住所・氏名（フリガナも記入）・年齢・

　郵便番号・電話番号および『パソコン教室受講希望』と朱

　書してください。返信用はがきには、必ず表に住所・氏名・

　郵便番号を記入してください。

●申し込み・問い合わせ

　〒８１１－４３９２　遠賀町大字今古賀５１３番地

　遠賀町中央公民館事務室

　☎（２９３）１３５５

　航空自衛隊芦屋基地では、航空教室への参加者を募集し

ます。

●と　き　８月７日（火）～８日（水）（１泊２日）

●ところ　航空自衛隊芦屋基地（芦屋町大字芦屋）

●内　容

　▽隊内生活体験

　▽航空機、管制塔などの見学

※状況により、内容の一部が変更になる場合があります。

●対　象　中学生および高校生

●定　員　30人

※応募者多数の場合は抽選です。

●費　用　２，０００円程度（食事代、雑費など）

●締め切り

　７月12日（木）（必着）

●申し込み方法

　住所、氏名（ふりがな）、生年月日、学校名、学年、連絡

　先（電話番号）を記入して、封書またはFAXで申し込み

　ください

●申し込み・問い合わせ

　〒８０７－０１３３

　遠賀郡芦屋町大字芦屋１４５５－１

　航空自衛隊芦屋基地　基地渉外室

　「サマータイム・イン・芦屋」係

　☎０９３（２２３）０９８１

　℻０９３（２２３）０５３７

　はじめての人でも簡単にできるニュースポーツを紹介します。

●とき・ところ

　▽６月18日（月）

　　島門小学校体育館

　▽６月22日（金）

　　浅木小学校体育館

　▽６月28日（木）

　　広渡小学校体育館

※いずれも午後７時30分から９時までです。

●内　容　ビーチボールバレー、ペタンクなど

●対　象　町内に住んでいるかまたは働いている人

●申し込み

　当日会場で受け付けます

※校区などの割り振りはありませんので、都合の良い日に直

　接会場まで来てください。

●問い合わせ

　遠賀コミュニティセンター

　☎（２９３）６５２５

●と　き　７月１日（日）　午前９時～

［開会式］午前８時45分～

●ところ　広渡小学校体育館

●種　目

　▽個人戦

　　①シングルスＡ級　②シングルスＢ級

　　③シングルスＣ級　④混合ダブルス

　▽団体戦　

　　Ａ，Ｂ，Ｃ級の各１人で構成

※Ａ級選手は、１度しか出場できません。

●その他

　▽当日の申し込みも受け付けます

　▽選手は、横24センチ×縦18センチのゼッケンを着用す

　　ること

※ゼッケンには、上３分の２に氏名、下３分の１にチーム

　名を書いてください。

●申し込み・問い合わせ

　遠賀町卓球協会事務局

　☎０９３（２９３）０１１６

ビーチボールバレー



　中間・遠賀リサイクルプラザでは、ごみの分別収集によ

るごみの減量化、再資源化を行っています。その一環とし

て、ごみとして出された家具類などを再生し展示販売を実

施します。

●と　き

　７月２日（月）～８日（日）

　午前９時～午後４時30分

※７月８日（日）は午前９時から11時30分までです。

●ところ

　中間・遠賀リサイクルプラザ（中間市大字垣生）

●品　目

　タンス・食器棚・テーブルほか約120点

●対　象

　遠賀郡内および中間市に住んでいる人

●申し込み

　リサイクルプラザに置いてある申し込み用紙に記入して

ください

※申し込み多数の場合は、７月８日（日）午前11時30分から

　抽選を行います。　

●搬出期間

　抽選終了後～７月14日（土）正午

※購入品の配達はありません。

●問い合わせ

　中間・遠賀リサイクルプラザ

　☎０９３（２４５）５３７４

　福岡県地球温暖化防止活動推進センターでは、地域で取

り組んでいる地球温暖化防止の取組を広く募集しています。

あなたの地球温暖化防止のための取り組みを県内、全国に

ＰＲしてみませんか。

　申し込み方法など、詳しい内容は県センターホームペー

ジ（http://www.fccca.jp）で確認してください。

●対　　象　個人、企業、団体、自治体など

●募集内容

　取り組みを実施することで、ＣＯ2を減らすことが出来る

もの

※植林などの吸収源対策については、応募対象外です。

●締め切り　６月30日（土）

●申し込み・問い合わせ

　福岡県地球温暖化防止活動推進センター

　☎０９２（６７４）２３６０

　福岡市では、家庭などから出る下水を大切な資源として

発酵、殺菌処理し、良質の肥料にリサイクルしています。

この肥料は、有機物や石灰をたくさん含んだ有機質土壌改

良材で、種まきや苗の植付け前に元肥として、１袋（10kg

入り）で約30㎡に、他の配合肥料などと混ぜて使います。

●費　　用

　１セット500円

　（10kg入り２袋、送料・消費税込み）

●配送時期

　申し込み後、２週間程度

●申し込み

　（財）福岡市下水道資源センター

　☎０１２０（８０３）８０４
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　詳しい内容は、直接お問い合わせください。

●と　き　10月28日（日）

●ところ

　▽九州共立大学（八幡西区自由ヶ丘）

　▽福岡教育大学（宗像市赤間文数町）

　▽福岡経済大学（太宰府市五条）

※いずれか希望する場所で受験できます。

●受験申込書の配布時期

　７月２日（月）～８月10日（金）

●受験申込書の配布場所

　▽各保健福祉環境事務所

　▽福岡県庁介護保険課（博多区東公園）

　▽北九州市の各区役所

　▽福岡市の各区保健福祉センター

　▽福岡市情報プラザ（中央区天神）

　▽アクロス福岡（中央区天神）

●受験申込期間

　７月11日（水）～８月10日（金）（当日消印有効）

●その他

　受験申込要領は、福岡県庁ホームページ

　（http://www.pref.fukuoka.lg.jp/）

　に掲載します

●問い合わせ

　福岡県保健福祉部介護保険課

　☎０９２（６４３）３３２２



●と　き　７月12日（木）

●ところ

　吉塚合同庁舎（博多区吉塚本町）

●採用予定職種および人数

　文化財発掘技師　１人

●勤務先

　いずれかの勤務になります

　▽福岡県教育庁文化財保護課(博多区東公園)

　▽九州歴史資料館（太宰府市石坂）

●受験資格

　次の条件を全て満たす人

　▽昭和52年４月２日から昭和60年４月１日までに生まれ

　　た人

　▽文化財の発掘調査および保護に関する専門的知識およ

　　び技術を有する人

　▽採用予定日（平成19年９月１日）に採用に応じること

　　ができる人

●給　与

　月額１８４，０００円程度

●受付期間

　６月15日（金）～22日（金）

※受付時間は午前９時から午後５時までです。

※土曜・日曜を除きます。

●申し込み・問い合わせ

　〒８１２－８５７５

　福岡市博多区東公園７－７（福岡県庁行政棟４階南棟）

　福岡県教育庁総務課人事文書班

　☎０９２（６４３）３８５８

　Eメール　j211130@pref.fukuoka.lg.jp

●と　き　７月６日（金）～８日（日）

●ところ

　▽学科　岡垣町商工会館（岡垣町海老津駅前）

　▽実技　遠賀コミュニティセンター

●定　員　20人（先着順）

●費　用

　▽玉掛けまたは床上操作式クレーン技能講習修了者

　　３０，０００円

　▽未経験者

　　３７，０００円

※雇用・能力開発機構からの「建設業訓練助成金」制 

　度の利用ができます。

●締め切り

　６月29日（金）

●申し込み・問い合わせ

　遠賀町商工会　　☎（２９３）０１６５



●
と
き

　
６
月
19
日
（
火
）

﹇
受
付
﹈

　
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
ふ
れ
あ
い
の
里
　
研
修
棟

●
対
象

　
生
後
２
か
月
〜
１
歳
未
満
児

●
内
容

　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
身
体
計
測
、

　
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
育
児
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料
　

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

●
と
き

　
６
月
28
日
（
木
）
　

﹇
受
付
﹈

　
▽
前
半
　
午
後
１
時
〜
１
時
10
分

　
▽
後
半
　
午
後
１
時
30
分
〜
１
時
40
分

●
と
こ
ろ

　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　
平
成
17
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

　
ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し
ま
す
。

●
内
容

　
身
体
計
測
、
小
児
科
医
・
歯
科
医
に

　
よ
る
診
察
、
保
健
師
・
栄
養
士
・
歯

　
科
衛
生
士
に
よ
る
健
康
相
談
、
歯
科

　
集
団
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の

　
母
子
健
康
手
帳
、
健
康
診
査
票
、
ア

　
ン
ケ
ー
ト

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
係

　
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
人
の
寝
具
を

清
潔
に
保
つ
た
め
、
洗
濯
・
消
毒
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
と
き

﹇
預
か
り
日
﹈

　
７
月
20
日
（
金
）

﹇
返
却
日
﹈
　

　
７
月
27
日
（
金
）

●
対
象

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
ま
た
は
障
害
の

　
あ
る
人
で
、
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ

　
る
人
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
人
（
必

　
要
に
応
じ
て
調
査
に
伺
い
ま
す
）

※
た
だ
し
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所

　
中
の
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
費
用

　
▽
寝
具
３
点
で
５
０
０
円

　
▽
寝
具
４
点
で
７
０
０
円

※
寝
具
を
預
か
っ
て
い
る
間
は
、
代
替

　
の
寝
具
を
無
料
で
レ
ン
タ
ル
で
き
ま

　
す
。

●
締
め
切
り
　
６
月
29
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
・
障
害
者
係

　
カ
ヌ
ー
を
体
験
し
技
術
を
取
得
し
な

が
ら
、
親
子
の
親
睦
を
深
め
ま
す
。

●
と
き

　
７
月
１
日
（
日
）

[

午
前
の
部]

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

[

午
後
の
部]

　
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
北
九
州
市
立
も
じ
少
年
自
然
の
家
（
門

　
司
区
大
字
喜
多
久
）

●
対
象
　

　
小
・
中
学
生
と
そ
の
家
族

●
定
員
　
各
20
人

●
費
用

　
１
０
０
円
／
人
（
保
険
料
）

●
締
め
切
り

　
６
月
28
日
（
木
）



●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
北
九
州
市
立
も
じ
少
年
自
然
の
家

　
☎
０
９
３
（
３
４
１
）
１
１
２
８

●
と
き

　
月
曜
〜
金
曜
日
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
直
方
聾
学
校
（
直
方
市
感
田
）

●
対
象

　
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
聴
覚
障
害
に

　
よ
る
聞
こ
え
や
言
葉
の
発
達
に
困
っ

　
て
い
る
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
保
護
者

　
お
よ
び
関
係
者

●
そ
の
他

　
事
前
に
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
、

　
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
直
方
聾
学
校

　
☎
０
９
４
９
（
２
６
）
５
３
５
１

　
℻
０
９
４
９
（
２
６
）
４
６
０
１

　
E
メ
ー
ル  tokusi@

fhnogaro.fku.ed.jp

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
科
学
の
公
園
」
で
は
、

福
岡
県
の
委
託
事
業
に
よ
り
日
常
的
に

子
ど
も
た
ち
が
科
学
の
楽
し
さ
を
体
験

で
き
る
よ
う
県
内
各
地
へ
出
向
く
「
出

前
科
学
実
験
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象

　
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
、
企
業

　
な
ど

●
内
容

　
科
学
実
験
、
科
学
工
作
教
室
、
自
然

　
観
察
、
天
体
観
察
な
ど

●
そ
の
他

　
実
験
材
料
な
ど
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

　
原
則
と
し
て
「
科
学
の
公
園
」
が
負

　
担
し
ま
す

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
福
岡
県
商
工
部
商
工
政
策
課
企
画
係

　
☎
０
９
２
（
６
４
３
）
３
４
１
５

　http://w
w
w.fukuoka-sciencem

onth.com

　
各
種
助
成
金
制
度
の
定
着
と
事
業
主

な
ど
の
利
用
の
促
進
を
は
か
る
た
め
の

説
明
会
で
す
。

●
と
き

　
６
月
21
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜

●
と
こ
ろ

　
ウ
ェ
ル
と
ば
た
（
戸
畑
区
汐
井
町
）

●
費
用
　
無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
福
岡
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
２
（
２
６
２
）
２
１
１
３

　北九州市民共済生活協同組合（交通共済）の組

合員代表である総代の選挙を行います。

　総代選考委員から、以下のとおり候補者の推薦

がありました。

　候補者に異議のある組合員は、文書で選挙管理

者（遠賀町役場総務課長）に申し出てください。

　遠賀町の組合員の反対が半数未満であれば、候

補者が総代になります。

※組合員は交通共済の加入者になります。

●候補者氏名（敬称略）

　▽山本　運　（遠賀町旧停二丁目2番2号）

　▽泉原　敏行（遠賀町大字別府3633番地）

●異議申し立て期間

　６月23日（土）～29日（金）

●問い合わせ　庶務係
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今
年
も
「
お
ん
が
レ
ガ
ッ
タ
」
と
「
体

育
祭
」
の
２
日
連
続
、
炎
天
下
取
材
に

行
き
ま
し
た
。

　
今
年
の
「
お
ん
が
レ
ガ
ッ
タ
」
は
時

お
り
太
陽
が
隠
れ
、
少
し
肌
寒
い
位
だ

っ
た
の
で
す
が
、「
体
育
祭
」
は
本
当
に

良
い
天
気
で
、
き
れ
い
な
青
空
が
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
の
取
材
も
、
撮
影
中
は
日
陰

に
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
す
が
、
特

に
「
体
育
祭
」
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に

入
る
と
上
か
ら
は
太
陽
光
、
下
か
ら
は

照
り
返
し
で
、
じ
り
じ
り
と
両
面
焼
き

さ
れ
て
い
る
気
分
で
す
。

　
日
焼
け
対
策
で
、
今
年
は
敏
感
肌
用

の
日
焼
け
止
め
を
塗
り
ま
し
た
が
、
私

の
肌
は
も
っ
と
敏
感
ら
し
く
、
次
の
日

は
湿
疹
だ
ら
け
・
・
・
。

　
今
年
も
こ
れ
か
ら
炎
天
下
取
材
が
続

く
の
で
、
次
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
日
焼
け

止
め
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
も
り
）

火 災 案 内
☎０１８０（９９９）９９８

遠賀町
郡　内救急出動

遠賀町 
郡　内

62件
314件

1件
6件火　　災

平成19年４月分
遠賀郡消防本部

　このコーナーでは、誕生日を迎
える３歳までのお子さんを募集し
ています。掲載を希望する人は広
報発行日の１か月前までに行政経
営課広報調整係に連絡してください。

　遠賀町役場では、地球温暖化防止「国

民運動」の推進および経費削減を図るた

め、６月１日から９月30日までの夏季業

務時は軽装（ノー上着、ノーネクタイな

ど）を実施し、冷房温度を28℃に設定し

ています。

　皆さんのご理解をお願いします。

●問い合わせ　人事係

　現在、「お客様センター　顧

客管理部」と名乗る組織から

「自宅電話番号の確認」のＦ

ＡＸが届くという事例が発生

しています。

　NTT西日本では、そのよう

なＦＡＸを送信することはな

く、また「お客様センター　顧客管理部」という組

織もありません。

　「自宅電話番号の確認」のＦＡＸが届いた場合は、

無視するか、カスタマサービスに確認してください。

　これまでに、被害は発生していないようですが、

ご注意ください。

●問い合わせ

　カスタマサービス　☎０６（４７９３）５２４１


